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北から南から ～支部だより～

今年も情報公開制度を使って、勤務する市の小中学校の「教員の担当時間数」「4月

の勤務の割り振り簿」「4月の出退勤記録簿」を入手しました。

情報公開請求は簡単です。市の総務課に行って申し込みをすると、学校教育課の担

当者とどんな情報が欲しいのかを話し合うので、文書名が違っていても意図が伝われば

こちらの欲しい情報を手に入れることができます。情報は、閲覧とコピーの２種類あり、ど

ちらかを選べます。閲覧であれば無料ですし、コピーでも１枚１０円です。２週間以内に

渡せるかどうか回答があるので、それまで待っていると、２週間後電話連絡がありました。

公開されたものの中には手書きのものもあり、１校で毎月の総超過労働時間が集計し

にくいものがありました。学校教育課の担当者も、「これは法の趣旨と違うので一度話をし

ておく」とのことでした。他校でも毎月の総超過労働時間を集計していないものが見つか

りました。

問題はもう一つありました。月８０時間を超過した人数を集計して市教委に出している

学校が２校しかありません。他の学校でも月２００時間を超える超過労働をした先生もい

るのに、集計されないまま放置されているのです。「労働安全衛生法」では、事業者がそ

れを把握し改善する義務があるとしています。私の勤務する市教育委員会は残念ながら

自分は事業者だという認識が無いようです。

愛教労の声かけを受け、知教労で２名衛生推進者の資格を取得しました。平成１７年

に国会でも労働安全衛生法改正の付帯決議として「学校教育の場においても労働安全

衛生の必要性について指導の徹底を図ること」とあります。市教委との話し合いで質して

いきたいと思います。 （O）
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突然に提案！ 許されない人事異動方針案の撤回を!
す

で

に

、

多

く

の

学

校

で

話

が

で

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

九

月

六

日

に

開

か

れ

た

管

内

校

長

会

で

、

今

年

度

の

人

事

異

動

方

針

案

が

提

案

さ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

①

同

一

勤

務

校

は

、

七

年

を

め

ど

と

し

、

最

長

十

年

と

す

る

。

②

新

規

採

用

者

は

四

年

を

め

ど

と

し

、

最

長

六

年

と

す

る

。

③

十

市

町

の

う

ち

六

つ

の

グ

ル

ー

プ

（

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

）

を

三

つ

構

成

し

、

希

望

は

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

で

記

入

す

る

と

い

う

内

容

で

し

た

。

昨

年

ま

で

、

希

望

順

位

の

欄

を

な

く

し

て

み

た

り

、

市

町

の

選

択

に

よ

っ

て

は

、

最

大

六

つ

ま

で

書

か

せ

る

よ

う

な

こ

と

を

す

る

「

後

退

」

も

あ

っ

た

も

の

の

、

「

希

望

と

納

得

」

の

原

則

を

守

る

と

い

う

前

提

に

、

「

左

か

ら

読

む

」

と

い

う

合

意

を

知

教

労

と

管

理

主

事

の

間

で

取

り

交

わ

し

て

き

た

経

緯

が

あ

り

ま

す

。

今

回

の

突

然

の

発

表

は

そ

の

観

点

か

ら

も

逸

脱

し

て

お

り

、

ま

さ

に

大

き

な

後

退

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

①

②

の

方

針

に

つ

い

て

は

、

県

の

人

事

異

動

方

針

よ

り

短

い

の

は

、

稲

沢

市

･

知

立

市

の

二

地

Ａグループ‥‥東海市・東浦町・半田市・大府市・武豊町・阿久比町

Ｂグループ‥‥東海市・東浦町・半田市・常滑市・知多市・阿久比町

Ｃグループ‥‥知多市・常滑市・半田市・武豊町・美浜町・南知多町

域

の

み

で

あ

り

、

市

町

で

独

自

の

方

針

を

も

つ

こ

と

は

可

能

と

は

い

え

、

知

多

の

よ

う

な

広

域

な

場

所

で

の

移

動

方

針

と

し

て

は

、

異

様

と

言

え

ま

す

。ま

た

、

今

回

の

内

容

は

、

取

材

し

て

い

く

と

、

正

式

な

知

教

協

の

会

議

で

は

話

し

合

わ

れ

た

形

跡

が

な

く

、

手

続

き

に

不

備

が

あ

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

今

回

の

人

事

異

動

方

針

は

、

十

月

十

四

日

の

知

教

協

（

知

多

地

方

教

育

事

務

協

議

会

）

で

正

式

に

決

定

さ

れ

る

と

な

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

知

教

労

は

、

こ

れ

は

、

重

大

な

勤

務

条

件

の

「

改

悪

」

と

し

て

、

十

月

五

日

に

知

教

協

と

話

し

合

い

を

も

ち

、

方

針

の

凍

結

･

撤

回

を

求

め

る

予

定

で

す

。

知

多

管

内

の

Ｈ

人

事

異

動

方

針

案

が

23

明

ら

か

に

な

る

同

一

勤

務

校

，

新

規

採

用

者

の

異

動

…

組

合

と

の

合

意

を

守

ら

せ

よ

う

！

る

」

と

い

う

態

度

で

あ

っ

た

が

、

「

児

童

･

生

徒

、

保

護

者

へ

の

影

響

が

で

き

る

だ

け

で

な

い

よ

う

に

（

後

任

人

事

の

対

策

を

）

す

る

」

と

約

束

を

し

ま

し

た

。

二

十

二

日

の

半

田

市

と

の

折

衝

で

は

、

市

長

の

代

理

と

し

て

教

育

長

が

対

応

を

し

ま

し

た

。

当

初

、

「

教

育

委

員

（

教

育

長

）

人

事

に

つ

い

て

は

、

市

長

が

ぜ

ひ

必

要

な

方

と

し

て

加

来

先

生

を

選

ん

だ

。

撤

回

す

る

気

は

な

い

」

と

い

う

答

弁

を

教

育

部

長

が

繰

り

返

し

ま

し

た

が

、

「

十

月

に

任

期

が

替

わ

る

こ

と

は

分

か

っ

て

い

た

は

ず

だ

」

と

い

う

追

求

に

対

し

、
「

本

私

は

、

部

活

動

指

導

と

教

員

の

仕

事

を

き

っ

ぱ

り

と

切

り

離

す

の

が

い

い

と

、

か

ね

が

ね

強

く

思

っ

て

い

ま

す

。

部

活

動

指

導

に

力

を

入

れ

る

と

際

限

の

な

い

時

間

を

そ

の

指

導

に

費

や

す

こ

と

に

な

り

ま

す

。

部

活

動

の

指

導

が

好

き

で

た

ま

ら

な

い

人

は

、

地

域

で

ク

ラ

ブ

活

動

を

立

ち

上

げ

て

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

代

わ

り

、

異

動

に

な

っ

て

も

そ

の

ク

ラ

ブ

チ

ー

ム

に

と

ど

ま

り

、

指

導

方

針

に

賛

同

し

て

集

ま

っ

て

く

る

児

童

生

徒

を

指

導

し

て

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

競

技

な

り

文

化

活

動

な

り

を

指

導

し

た

い

と

熱

い

思

い

で

お

ら

れ

る

方

は

ご

自

身

の

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

と

し

て

活

躍

し

て

い

た

だ

く

に

異

論

は

あ

り

ま

せ

ん

。

た

だ

、

学

校

の

先

生

だ

か

ら

自

動

的

に

献

身

的

な

部

活

動

を

せ

ね

ば

な

ら

な

い

と

い

う

の

は

納

得

で

き

ま

せ

ん

。

校

長

も

部

活

動

は

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

だ

と

豪

語

し

て

い

ま

す

が

、

強

制

さ

れ

た

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

ナ

ン

セ

ン

ス

で

す

。

私

は

授

業

や

学

級

に

関

わ

る

仕

事

に

授

業

後

の

時

間

を

費

や

し

た

い

し

、

そ

れ

が

本

来

の

教

員

の

仕

事

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

▼

あ

る

同

僚

が

話

し

て

い

ま

し

た

。

「

部

活

動

と

教

員

の

仕

事

を

切

り

離

す

の

は

よ

い

。

し

か

し

、

そ

う

し

た

ら

生

徒

が

ど

う

な

る

か

は

目

に

見

え

て

い

る

。

学

校

か

ら

帰

っ

て

金

を

払

っ

て

ま

で

ク

ラ

ブ

活

動

を

や

る

生

徒

は

少

な

い

だ

ろ

う

。

今

は

学

校

で

、

先

生

が

た

だ

で

教

え

て

く

れ

る

か

ら

親

も

そ

れ

を

望

ん

で

い

る

。

ク

ラ

ブ

活

動

に

な

っ

て

、

参

加

者

が

減

れ

ば

参

加

し

な

い

生

徒

達

の

中

に

は

悪

い

行

い

に

走

る

人

も

増

え

て

く

る

だ

ろ

う

。

部

活

動

は

、

教

師

に

と

っ

て

は

「

罪

」

の

部

分

も

あ

ろ

う

が

生

徒

に

と

っ

て

は

、

人

生

が

変

わ

っ

た

り

、

悪

い

道

に

入

る

機

会

を

つ

く

ら

な

か

っ

た

り

『

功

』

の

部

分

も

あ

る

の

だ

」

と

▼

部

活

動

で

汗

を

流

し

て

き

た

年

代

ば

か

り

の

教

員

集

団

な

の

で

、

も

し

、

ク

ラ

ブ

活

動

に

移

行

し

た

ら

…

…

と

い

う

姿

が

想

像

で

き

な

い

の

は

わ

か

り

ま

す

。

し

か

し

、

参

加

者

が

減

っ

た

ら

、

参

加

し

な

い

生

徒

集

団

は

本

当

に

悪

い

方

へ

と

流

れ

て

い

く

の

で

し

ょ

う

か

。

部

活

動

が

な

い

と

生

徒

は

悪

く

な

る

の

で

し

ょ

う

か

。

（

Ｓ

）

当

は

、

途

中

で

退

職

せ

ず

に

対

応

で

き

れ

ば

そ

れ

に

越

し

た

こ

と

は

な

い

。

今

後

に

つ

い

て

は

何

か

良

い

方

法

を

考

え

て

い

け

る

と

よ

い

」

（

教

育

長

）

と

い

う

認

識

を

示

し

ま

し

た

。

校

長

の

退

職

に

と

も

な

う

教

員

の

人

事

異

動

に

つ

い

て

は

、

「

中

身

は

申

し

上

げ

ら

れ

な

い

が

、

（

県

教

委

に

）

内

申

を

す

る

内

容

に

つ

い

て

は

、

現

場

に

混

乱

を

持

ち

込

ま

な

い

よ

う

に

配

慮

し

た

い

」

（

教

育

部

長

）

と

答

え

ま

し

た

。

今

後

十

月

一

日

に

、

人

事

が

発

表

さ

れ

る

予

定

で

す

が

、

動

向

に

注

目

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

知

教

労

は

、

半

田

市

で

現

半

田

小

学

校

校

長

加

来

正

晴

氏

が

途

中

退

職

し

、

教

育

委

員

に

選

任

さ

れ

る

問

題

に

つ

い

て

、

年

度

途

中

で

の

異

動

は

、

学

校

教

育

に

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

す

と

い

う

観

点

か

ら

知

多

教

育

事

務

所

と

半

田

市

長

に

抗

議

し

て

き

ま

し

た

。

九

月

十

五

日

に

行

わ

れ

た

知

多

教

育

事

務

所

と

の

折

衝

で

は

、

山

中

仁

事

務

所

長

と

竹

内

淳

管

理

主

事

が

対

応

し

、

「

今

回

の

人

事

は

、

加

来

校

長

の

自

己

都

合

退

職

で

あ

り

、

教

育

委

員

会

任

命

は

、

半

田

市

の

問

題

で

あ

半

田

市

の

教

育

委

員

（

教

育

長

）

選

任

に

よ

る

玉

突

き

人

事

に

警

戒

半

田

小

校

長

十

月

に

交

代
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データで見る『教員の実態』第1８回 知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

健康診断は受ける義務がある？健康診断は受ける義務がある？健康診断は受ける義務がある？健康診断は受ける義務がある？

「教育研究集会２０１１ ｉｎ千葉」 に参加して

Ｑ １学期から夏休みにかけて職場で様々な健康診断がありま

した。その中で「職員は健康診断を受ける義務がある」という

意味の説明がありました。健康診断を受ける受けないは個人

の判断ではないでしょうか。

A 結論から申しますと、健康診断は受診しなくてはなりませ

ん。労働安全衛生法では第６６条で健康診断について定められ

ており、第一項に「事業者(雇用主)は、労働者に対し、医師によ

る健康診断を行なわなければならない。 」という規定がありま

す。その健康診断の内容や実施期間等は厚生労働省令で詳し

く決められています。

一方、労働者にとっては第５項で「労働者は、事業者が行なう

健康診断を受けなければならない。」と受診義務が定められてい

ます。よく「３ヶ月以内に胃のレントゲン検査を受けた方はお申し

出ください」など説明を受るように、個人的に受診した場合は、そ

の診断結果を提出すればよいことになっています。

このように、職場の健康診断は、使用者にとっても労働者にと

っても義務になっていますが、これは、長い年

月をかけて労働者の安全と健康を確保するとと

もに、快適な職場環境の形成を促進するため

に実施されるようになった労働者の権利である

ことを忘れてはいけません。

『３５４人、１９４人』

文科省では、３年ごとに『学校教員統計調査』を実施し

ています。今回は、平成２２年度に調査が行われ、今年の

７月末に中間報告として公表されました。確定値は来年３

月に出される予定になっています。

今回の見出しは、その中からの数字です。しかも、今回

初めて統計項目に入れられたものです。実は、平成２１年

度中における精神疾患による離職者数です。354 人が公立

小学校で、194 人が公立中学校です。教員の退職者が小学

校で 16、467 人、中学校で 8、132 人ですから、それぞれ離

職者の 2.1 ％、2.4 ％にもなります。

病気のために離職した方が小学校で 597 名、中学校で 308

名います。ということは病気を理由に退職した方の 59 ％と

63 ％という割合になります。これはほぼ休職者の中の精神

疾患によるものの割合と同じになります。

このコラムの③でお知らせした精神疾患者の割合は教員

の約１％ですから、休職者の２倍ほどの割合で退職されて

いることになります。

定年 病気()は 死 計 病気休職者数

精神疾患 亡 ()は精神疾患

小学校 10306 597(344) 217 16467 3969(2412)

中学校 4418 308(179) 137 8132 2454(1620)

中西新太郎氏（横浜市立大学教授）の記念講演「いま、子

どもとともに社会をつくる」で始まったこの教育のつどいは、

一貫して私に、子どもたちにとっての確かな学力とは何か、ゆ

たかな人間性を保障する教育とは何かということを考えさせて

くれるものでした。

「今の社会はひとりひとりが社会の一員としていっしょに生

きているという気持ちがもちにくい、すぐそばにいる人間を自

分 と同じ人間として見、仲間として受け入れていっしょに生き

て いこうという感情がもてないそういう社会になってきてい

る。

そんななかで、子どもたちは、自分以外は信じられない、他

の人間は自分を陥れる存在と思っている生活しているのではな

い か。そして、その孤独と不安から抜け出そうとして、学級で

子 どもたち同士が序列をつくり、自分の生きていくことので

きる居場所をつくっているのではないか。今の学級にはカース

ト制度が存在する。」という中西先生の言葉になるほどと納

得させられました。そして，それなら，「共に学び、共に支え

あって生きていく力をつける実践」についてしっかり学びたい

と思いました。これは私が参加した分科会のレポートのな

かで特に心惹かれたレポートの一部です。

私たちも朝の３分間スピーチというのはよくやります。しか

し，こんな風に子どもたちを優しい目で見，子どもから学ぼう

としているでしょうか？「発表のしかたは・・・」「よい発表の

ための話形は・・・」と始まる実践のなかで，はたして子ども

たちはＴ先生のクラルの子どもたちのように，話を次々とつな

げ，繋がっていくことができるのでしょうか？ 若いＴ先生の

「話形ってなんですか？」という無邪気な質問に言葉が詰まっ

てしまいま

生活科・総合学習の分科会

つながりあうつながりあうつながりあうつながりあう学学学学びびびび～～～～ひびきあうひびきあうひびきあうひびきあう子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの姿姿姿姿～ Ｗ～ Ｗ～ Ｗ～ Ｗ小小小小

ＴＴＴＴ先生先生先生先生のレポートよりのレポートよりのレポートよりのレポートより

＜朝の会「発表の時間」＞

一日のはじまりは、朝の会からです。朝の会では子どもた

ちの“発表”の時間があります。発表とは、子どもたちが自

由にお話をする場で、「今日ダンゴムシをみつけました。」「ザ

リガニをもらいました。学校でかいたいです。」・・・・・な

どみんなに伝えたいことがつまっています。放課後、雑木林

でコクワガタを見つけて、「これ、明日絶対発表するんだ」と

話している子どもたちを見ると、発表の時間を楽しみにして

いることが、伝わってきます。＜中略＞ たわいのないやり

とりも子ども同士が繋がる機会としていいな、と感じていま

す。また、自ら話しをすること、友達の話を聞く中で、興味

が生まれたり、なぞがでたり、自分の経験に照らしてみたり、

新しい認識を獲得したり、共有する、生活の授業につなげる

という視点をもって取り組んでいます。たとえばこんなやり

とりもありました。「カマキリをみつけました。」「どこでみつ

けたの？」「それ何カマキリ？」いろいろな質問がでます。虫

好きの子が「カマキリってバッタ食うんだぜ。」と声をあげ「そ

うだよ、肉食なんだよ。」といった風に自分の知識や経験を話

し始めます。そんなやりとりのなかで、子どもって言葉を獲

得していくのかと気がつかされたり、こんなことに疑問や関

心をもっているのかと知ったりすることもできます。・・・・
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